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当社および当社連結子会社における特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社およびその連結子会社である株式会社京王ズコミュニケーション（以下「KC」といい

ます。）は、平成27年３月期決算（平成25年11月１日から平成27年３月31日まで）において、

のれんの減損損失を特別損失として計上することにいたしましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

記 

１．特別損失の計上について 

平成27年３月期末にてKCののれん評価を実施したところ、SoftBank営業部門の損益状況

が悪化しておりましたため、平成27年３月期連結決算において、当第４四半期連結会計期

間に計上したのれん償却費を控除した871百万円をKCの減損損失として特別損失に計上い

たします。 

また前記の減損実施により、KCが債務超過に陥るため、(ⅰ)当社がKCの株式取得の際に

計上したのれんについても評価を実施した結果、100百万円全額をのれんの減損損失として

特別損失に計上するとともに、(ⅱ)当社の保有するKCの株式338百万円を子会社株式評価損

として特別損失に計上し、さらに(ⅲ)当社のKCに対する貸付金950百万円全額に相当する貸

倒引当金を特別損失として計上いたします。当社の一連の処理のうち、(ⅱ)および(ⅲ)に

ついては、連結処理の過程で相殺されますので、連結損益への影響はございません。 

 

２．業績予想への影響について  

前記１の特別損失の計上による連結業績への影響につきましては、本日公表しました「平

成27年３月期 連結業績予想の修正に関するお知らせ」に織り込み済みであります。 

 

３．その他 

  この特別損失の計上は現預金の支出を伴うものではありません。 

 

 

以 上 


